










3.まとめ 

本園は事務部門・指導部門・医療部門の 3部門よりなり、肢体不自由児ならびに精神発達

遅滞児に対する医療訓練(小児神経・小児精神・整形外科・遺伝染色体・眼科・耳鼻科・歯

科各外来・臨床検査・理学療法・言語訓練・作業療法・心理指導・医療福祉相談・栄養)

と通園児童の生活指導・保育を行っている。神経疾患等に対して、大学病院等の総合病院

にとかく欠けやすいリハビリテーションや療育サービスに資する特色を有する機関であり、

医療と福祉との連携を実践している一つのモデルと考えられる。本園のような施設を中心

にして、保健・医療・福紙の連携システムを組むことにより・保健・医療・福祉連携の実

効を上げる可能性が十分期待できると考える。 


